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ジョンソンという いなか者がいました。ジョンソンはたまご
をいなかからもらってきました。ジョンソンはやさしかった
ので女王様にたまごをもってこうと思いました。

そうすると王が歩いてきました。「王様―！たまご、王女さま
にわたしてくれないですか～！」「もちろんじゃ！」王様は王
女にちゃんとたまごをわたしました。

そこで、「しかし今日はさむいですね」と王様が言いうと「そ、
そうですね」と返しました。「では、わしはもう行くぞ」と言っ
て、王様は行ってしまいました。

しかし、王様が青信号になったからわたろうとすると、車が
いきまり来ました。「うわぁ」とたおれるとたまごを落として
しまいました。

すると、王女が来てたまごをひろいました。「この卵、かたい
わねェェェェェ！」と王女は言いました。「この卵、いらない
わねぇ･･･」とまた言って、たまごを水平線のかなたになげた
つもりが･･･ガシャン！と音がして、城の窓ガラスを割ってし
まいました。

「きゃぁ！やっちゃった！と王女は言いました。
そして、たおれている王も見ずに逃亡しました。

ジョンソンがお城にやってきて、割れたガラスと卵を見てびっ
くりしました。「あ～！」そしてたまごを持って行こうとしま
した。しかし、王様はおきていて「ガラスを割りやがったの
はおめぇだろ！」とおこりました。
その後「割ったのは私ではありません！リリアンヌです！」
そして２人で王女を探しました。王女はつかれはててたおれ
ていました。そして王様はおこりました。「割ったのはおまえ
だろ！ばかタレ！」
そして、王女は泣き出しました。「うわあん、ごめんなさい」
しかし、王女はつかまってしまいました。おしまい。
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